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【手続補正書】
【提出日】平成25年11月21日(2013.11.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも、アルカリ骨材反応性を有する骨材と、アルカリ性物質とを配合して、混練
する工程を含む自己崩壊性コンクリート製造方法。
【請求項２】
　表層の炭酸化処理を行う工程を含む請求項１記載の自己崩壊性コンクリート製造方法。
【請求項３】
　アルカリ骨材反応性を有する繊維部材を配合する請求項１又は請求項２記載の自己崩壊
性コンクリート製造方法。
【請求項４】
　アルカリ骨材反応性を有する骨材を含有し、内部のｐＨが１２～１４である自己崩壊性
コンクリート。
【請求項５】
　表層における炭酸カルシウム含有量が３～１００％である請求項４記載の自己崩壊性コ
ンクリート。
【請求項６】
　アルカリ骨材反応性を有する繊維部材を含有する請求項４又は請求項５記載の自己崩壊
性コンクリート。
【請求項７】
　請求項４～請求項６のいずれか一項記載の自己崩壊性コンクリートで形成された植生基
盤。
【請求項８】
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　請求項４～請求項６のいずれか一項記載の自己崩壊性コンクリートを植生基盤として用
いる植物増殖方法。
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